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(4)=理 二より解はEIコ する。 (漢字二来字)

(3)係数行列のrank=□,変数の個数 □ より,解を表示するには日

"パ
ラメータ (自

由度)が必要である。また,パラメータとなる変数はχl,χ2,χ 3,χ 4,χ5の うち□ と□
である。巨∃ と巨∃を各々 cl,c2.(Cl,C2は任意の定数)と おくと,解は

χl

χ2

問題 7。 次の連立 1次方程式を次の不テップに従って解きなさい。

(1)こ の連立 1次方程式を行列表示したとき,拡大係数行列を書きなさい。

(2)(1)の拡大係数行列を次の手順にしたが?て簡約化しなさい。

・ γ3~2rl,

° r3~~r2,

° γ3× (~1),

・ r2~+2γ3,

°rl+r2,

l ri-3r3・

(3)(2)の拡大係数行列のrattkこ 係数行列のrankを書きなさい。

χ31=Cl l l十 C21 1+

χ4

χ5

と表 される。



問題 8。 次の連立 1次方程式を次のステシプに従って解きなさい。

χl+2χ2~χ3+3χ 4丁 2χ5≡ 1

2χl+4"2+χ 3+3″ 4~3χ5=2

-χ l T 2χ2+2χ 3~4χ 4~χ5=1

3"1+6χ 2+6χ 4-5χ5=3

(1)こ の連立 1次方程式を行列表示したとき,そ の拡大係数行列の簡約化は次の形となる。

(2)こ れより解は

χl

χ2

χ3

χ4

χ5

=Cl

１

一
５

＋ (Cl,C2は任意の定数 )十 C2

と表される。

問題 9.次の連立 1次方程式を解きなさい6

χi+χ3+2χ4=6

-2χ l+χ2+4χ 3+χ4≡ 3

4χ l-3χ 2下 4χ3+χ4=~3
~χl+χ2+2χ 3+χ4=4

問題 10。 次の連立 1次方程式を解きなさい。

2"1+4π 2+χ3~χ4=1

χl+2χ 2~χ3+χ4=2

2χl+χ 2+χ3+2χ4=~2

″1+3χ2+2χ 3~3χ4=0


